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附属図書館長就任にあたって

小野寺 壮 吉

旭川医科大学の発足と同時に、附属図書館長事務取扱

いという長い職名を頂戴し、それが今回正式の手続きを

経て、あらためて図書館長の辞令を戴いた。ここで威儀

を正 して抱負を御披露申し上げるのが世のしきたりの1

つと心得てペンを取 り上げたのであるが、仕事の面では

前と変わったわけでもないので、この機会を利用して、

図書館の当面する問題点の2、3に 触れてみたいと思う。

図書館は、主として印刷物を媒体とする情報センター

として、教育 ・研究機関の知的活動の基礎となるもので、

大学の設置に際しては一定数の蔵書をもつことが心須条

件とされている。

旭川医科大学附属図書館は当初約12.000冊 の図菩およ

び雑誌(バ ックナンバー)をもって発足 したが、これらは

すべて寄贈 されたものであって、しかも一一般教育と基礎

医学関係のものが大部分で、臨床関係のものはほとんど

はいっていない。関連教育病院である市立旭川病院には、

臨床医学関係の図書約6.000冊 が所蔵されており、利用可

能ではあるが、不便であることも事実である。館長として

蔵書数にばかりこだわっているようであるが、大学院設

置の基準に蔵書30.000冊 、雑誌300種 以上という1項 目が

あって、もし大学院の設置がおくれれば、本学杢業生の

ヰ後教育にとって様々な障害が考えられるからである。

雑誌は製本されたものを1冊 と数えるのであるが、これ

から1回 生の杢業迄の4年 間にどれだけ充足できるか、

大学全体としていろいろ考えて戴いているのであるが、

実際は容易なことではない。学年進行に合わせて目下、

臨床関係の図書の充実につとめているが、医書の価格は

かなり高 くなってきており、目下の最大の悩みごとであ

る。現在、ようやく蔵書約18.000冊 、洋雑誌380種 、 和

雑誌150種 を購入して息を切らしている状態である。

事情御賢察の先輩各位からは、図書、雑誌バックナン

バーの寄贈の申し込みを頂戴して、まことに有難 く、こ

の紙面を借りてあらためて御礼申し上げたい。医学教育

に理解の深い篤志家でもあらわれないかと考えたりもす

るこの頃である。

さて蔵書数はそう急には増加しないとしても、図、韮}館

業務上の制約がかなり目立ってきた。職員数とスペース

の関係で、整理の方も、閲覧業務の方も、スムーズに利

用者の御希望に添えないことである。新規購入資料の受

け入れ数が、新設大学であるため非常に多く、しかも同

じ理由で人員は少ない。また現在週間月水金の3日 間は
、

閲 覧 室(単 行本 、製本 雑誌)の 開 館 時 間 を午 後6時30

分 まで延 長 して い るが 、 これ は図 菩館 職 員 の自発 的 な居

残 りで あ って 、旧 仮校 舎 時 代 、授 業 終 了 が 午 後5時30

分 にな つて い たた め 月 ～金曜 、週 に5日 午 後6時30分

まで開 館 した こ とに始 ま る。 よ その課 で も大 な り少 な り

同 様 の こ とが あ るわ けで ある が、個 人 的 な好 意 を あて に

してサ ー ビスの 向上 な ど を申 して も、 長 い間 は所 詮無 理

な ことで ある し、 な るべ く早 く、正 規 の開 館時 間 の延 長

に もって 行 きた い もの と考 えて いる。 も う1っ は スベー

スの こ とで あ るが 、現 在 は3ケ 所 に分 かれ て仕事 を して

い る状 態 で 、合 同 講義 室 を1っ 、 セ ミナ ー室 を1つ 、 お

まけ に2階 の ホ ー ルを仕 切 って 使 用 させ て も ら つている。

まっ た く タコ足 事務 で あ るか ら能 率 は 下 が る。 これ も、

暫定施 設 に離 れて い る職 員 も あ るこ と を考 えれ ば1f_hの

ない こ とで あ り、新 設 大 学 の宿 命 と もい えるか も知 れ な

いo

図 書 館 の 建 物 は50年 度 着工 の 予定 で あ るが 、新 しい

図 書館 は、 印刷物 だ けで な く、広 く各 種媒 体 、 フ イル ム

ビデ オ装 置 、テ ー プ レコー ダー など を用 い る綜 合的 な情

報 セ ン ター と なるべ き と考 えて い る。 そ うす れば 、 多角

的 な自 己学 習 が可 能 にな り、 カ リキ ュ ラム の合理 的 な進

行 の 大 きな手助 け にな る。 これ につ い ての構 想 はす べ て

具 体化 され て い るわ けで は ない が、 たん に情 報 の 集積 か

ら、 さら によ り有機 的 な多 元的 な利用 を考え るこ とが将

来 の図 書館 活 動 の 方向 で あ り、電 算 機 の 導入 によ る機 械

化 もや がて行 な われ る趨 勢 に あ る。

抱 負 は一 向 に出 な いで 、嘆 きが先 に立 って しま った が、

これで終 わ る わけ に も行 かず 、本 学 の 図 壽館 の利点 を1

っ あ げ させ て も らえ ば、 そ れは最 新 刊 あ る いは それ に近

い、 こ こ数 年 の もの が 大部 分 を占 めて い る ことで 、利 用

価値 は 古 い大学 の あ るもの を凌 いで い る。 しか し新Fl」も

や がて 旧刊 と化 す る運 命 に あ るので 、 新 しい うちに 大 い

に利 用 して下 さる こ とを切 に希望 して い る。 おわ りに、

月並 な表 現 で恐 縮 で あ る が、結 局 は 利用 者各 位 の熱 意 が

図,曇}館活 動 の方 向 づ け をす るので あ っ て、 大 方の御叱声 、

御協 力 を お願 いす る次 第 で あ る。

(内 科 学 第一・講座 教授)
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一 般 教 育 と物 理

星.里 予 了 介

一般 教育 とい う言 葉 が使 われ 出 した の は新制 大 学 が発

足 した時 で、 昭和22年 頃 だ っ た と思 い ます。 私 が丁 度

北 大物 理 の大学 院 を出 た頃 で 、 すべ て が大 き く変 ろ うと

して いた時 で した。 大学 に於 て は、 とに か く新 入 生 が は

い って く るの で す か ら、一 般教 育 とい うこ とが最 大 の関

(心 事 で した
。 しか しこれ も 自然科 学 をま か され た理 学 部

と、人 文 系 を まか され た文 学 部 だ けだ っ た かも しれ ませ

ん。一 般教 育 はGeneralEducationの 訳 で 、 次 の 報

告 書 が そ もそ もの始 ま りで あっ た と思 い ます。

ReportoftheUnitedStatesEducation

Missionto,japan,submittedtotheSupreme

CommanderfortheAlliedPowers,Tokyo,30

March,1946.

この 中の一 節 に次 の よ うに述 べ て あ ります 。 「教 育 に於

ては 、科学 が もた らす結 果 よ りも、科 学 的 な性 格 とい う

もの が国民 の福 祉 に とって いっ そ う重 要 な もので あ る と

いうこ とは 、現代 の 世 界共 通 の経 験 にか え りみ て、 警告

に値 す るもの で あ る。」、 「自由 な思 考 に対 す る いっ そ う

多 くの背景 と職 業的 訓練 の 基 礎 と な るべ きい っ そ うす ぐ

れ た基礎 を与 え るた め に、 よ り広 い 人文的 態 度 を養成 す

べ きで あ る。 この こ とは、 学 生 の将 来 の生 活 を豊 かに す

る と同時 に 、彼 が、 その職 業 上 の仕 事 が いか に人 間 社 会

の全 図の 中 に適 合す るか を見極 め うるよ うにす るで あ ろ

う。」(-F晶 文一 著 、"科学 と一 般 教 育,.よ り)一 般教 育

の理 念は 、以 上 で云 い尽 くされ て お り、誰 もが理 解 で き

る内容 で あ った と思 い ます 。 当時 私 ども旧 制 の教 育 を終

えた者 は 、 なぜ この理 念 を実現 させ るため に、教 育制 度

を変 え る必 要 が あ るの か、 大 い に疑 問 を持 っ たものです。

しか し大学 の 教官 に なって 何 年 かた ってみ て 旧制 の教 育

制 度 も いず れ改 め らるべ きもの で あ った と理 解 で き るよ

うにも な りま した。

本 来一般 教 養 とい うもの は、 限 られ た期 間 で これ で も

うよろ しい とい うもの で な い こと は明 らかで す が、 当面

の問題 と して限 られた 大学 教 育 の な かで 、大学 院 も含 め

て どの よ うに組 み こん で い くか 、 その具 体 的 な内 容 は い

か にすべ きか な どが深 く検 討 され な けれ ば な りませ ん。

しか し実際 は、 充分 な見通 しの な い まま見 切 り発 車 をせ

ざる を得 なか ったの で す。 そ して30年 ち か く、 あ る 規

準 の 中で 、 また 貧困 な研 究 費 、教 育 費 の なか で各 大学 で

い ろい ろ な試 み が な され ま した 。教 養課 程 と名の つ く物

理 の教 科 書 だ けで 、 実 に100種 類 以 上 も あ り ます 。 そ

して学生数200万 人 という今日において、なお教養課

程は如何にあるべきか、と論議が繰返されております。

このことは教養課程の問題 と真剣に取り組む教官が少な

かったこともひとつの原因と思われます。本来むずかし

い仕事であり、大変な努力と忍耐を必要とし、しかもそ

の効果は目にみえて現われないのですから、よほど良い

条件のもとでなければ、投げ出してしまうのも無理があ

りません。

とにかく以上のようなことで出発し何年かたち、教養

課程を終わった学生が專門に移ってくるようになりまし

た。授業をはじめてすぐ云われたことは、"こ んなこと

も教養でやってこなかったのか,.'L体 教養で何をやっ

てきたのか"な どなどです。私共は專門課程のカリキュ

ラムの検討 をはじめました。一方学生の側から見ると、

入学試験一本にしぼった生活を続け、そして大学にはい

った。希望に満ちた大学生活が教養課程ではじまります。

やがて、これが大学というものかと考えるようになりま

す。このあたりが非常に重要なところで、単に教養担当

の教官にまかせておけばよいといった種類の問題ではな

さそうです。

私は、旭川医科大学で物理学を受けもつことになゆま

した。学生諸君は、いうまでもなく全員医学の専門課程

に進みます。医学に於ては、物理学は基礎科目として重

要視されっつあります。 しかも相当高度な知識が要求さ

れているようです。一般教養としての物理は、将来の専

門にとらわれず、それ自体意昧のあるものとして内容を

考えなければなりません。医科大学では、基礎科目と一

般教養科目の二っの性格を持っことになります。問題は

実験 を含めて週一回、60週 の中でどのようにして二っ

の要求に答えていくかということになります。もし基礎

知識としての物理に重点をおきすぎると、あれも必要、

これも必要と項目がふえる一方になり、ただ話を聞いた

という程度に終る可能性があります。私は学生諸君が、

将来いろいろな問題にぶつかったときに狭い厚門分野か

らだけでなく、物理的な思考も多少はできるようになる

ことを目標にして、内容を考えていきたいと思っていま

す。どうも書いている中に常識的な結論になってしまい

ましたが、何らかの参考になれば幸いです。

(物理学教授)

3



教 育 者 とは何 で しようか

藤 沢 仁

医大で土1し学の講義を始めて数ケ月になります。生化

学の講座は残念ながら1つ だけですから、私が生化学の

教育に関 して全責任を負わねばならないということにな

ります。私の経歴から私が大学教育にあまり経験がない

ことを御心配下 さる諸先輩方から、医学教育に関 して涙

もこぼれるような暖かい御忠告のお言葉を随分沢山いた

だいて参りました。お陰様で私は、教育者としての重い

責任を感 じますとともに、自らの無能さを省みて空怖ろ

しくなり身も心もうち震えるばかりでした。本来なら一

念発起 し教育者の鬼と化 して、御教示いただいた責任 と

やらを果すべく努力すべきところでありますが、なにし

ろ無力な我身を想いますと責任の重大さに荘然となり自

暴自棄となって、ついには教育者という言葉を耳にする

だけで、吐気を催すようになって参りました。

我国の医学教育の水準は、欧米の先進国に比べると低

く、従って医師のレベルも低いということを耳にするこ

とがあります。我国の医学教育の年数が、米国に比べて

少しばかり短かいのでそのためだろうとも云います。で

すけれど例えば、医学の水準を測る尺度としてその国の

平均寿命などを見てみますと、決して我国が欧米に比べ

て劣っているとは申せません。むしろ医学教育の年数が

蔑かいにも拘らず、よくやっているという気持 ちさえ致

します。もっとも、我国には我国の制度があり、高い民

度があり、風土があり、簡単に結論を下そうなどとは思

いも致しませんが、我国の医師の水準が低いことを証明

したいとお考えの方々も是非、まず統計的なdataを 示 し

てからにしていただかないと納得の しょうもありません。

云うまでもなく私が申しあげているのは、技術者として

の一般のお医者様の水準についてであります。医師が単

なる技術者かどうかというむつかしい問題はさておくと

致しましても、医師としての技術がなければやはり医師

とは云い難いですから、医学教育の目的には技術の習得と

いうことが大きな比重を占めていることは確かでしよう。

とは云っても医師の技術は日進月歩でありますから、如

何に完壁な技術者を大学で養成 したとしても、10年 も

たてば時代に遅れていくことになるでしょう。杢後教育

の重要性が説かれるのも当然かと思われます。生化学の

教育が技術者としての医師の養成にどれだけ寄与できる

かということを考えますと、甚だ悲観的にならざるを得

ません。生化学は医学の中では特に進歩の速い分野のよ

うで、例えば医大で教科書に使っているHarperの

ReviewofphysiologicalChemistryは 、1951年 以

来 欠 か さ ず2年 に1度 の 改 訂 を 受 け て い ま す 。 恐 ら

く10年 前 に 大 学 を奉 業 さ れ た お 医 者 様 方 が お 習 い に

な った生 化学 は、現 在私 が学 生 さん達 に話 して い る もの

とは まるで違 った もので あっ た筈 で す。 です か ら私 は 、

生 化学 を学 生 さん達 と一 緒 に勉 強 しなが ら、 この 進 歩 の

速 さに なん と して も 食 い付 い て い く根 性 を身 につ けて く

れ るこ と を祈 り、 そ して 杢後 に もそ の根性 を少 しで も残

して くれ るこ と を期 待 して い ます 。

古 くか ら医 は仁術 と云 わ れ 、 多 くの人達 は医師 に必 要

なの は技 術 だ けで は な く、 ヒュ ー マ ニズ ムの 精神 が なけ

れば な らない と云 い ます 。 ヒ ューマ ニ ズムの 精神 は、1

つ のf,lltlJに閉 じこも ら ない 全人 間的 教 養 で あ る とも云 わ

れ ます。 しか し学 問 や技術 の進 歩 が極 度 に 導門化 した現

在 、 全 ゆ るもの を包 含 した 全人 間的 教 養 とい うもの を果

して期 待 で きるで しょ うか。 私達 教 官 は 合理 主義 に基づ

いた 西洋 医 学の そ れ ぞれ の1}1門 分野 の 講義 を担当 して い

るので あ ります か ら、 西洋 流 の 自然 科 学 に基 い た各 々の

ill門分 野 の教 養 か ら生 まれ たヒ ユ ーマ ニ ズ ム を語 るべ き

で は な いで しょ うか。 生化 学 の 分野 で は 、遺 伝 子 の分 子

生物 学 的 な研 究 か ら遺 伝 子(DNA)の2っ の機能 、即 ち1

っ はRNA転 写 に続 くタ ンパ ク質 合成 によ る個 体 の保 存

と、 も う1つ はDNA複 製 によ る種 族 の 保存 とい う機能

が明 らか に なっ て き ま した。 これ らは 食 欲 と性 欲 とい う

人間 の 存在 に とって根 原 的 な2つ の 欲 動 と なって現 われ

るもの で あ り ま しょ う。 この よ うな欲動 の 尊重 なくして、

人間 の 存在 も ヒ ユー マ ニ ズム も な いで あ ろ うこ とは 、 多

くの哲 学者 が指 摘 して い る とこ ろで あ ります。 浅 薄 な全

人間 的教 養 か らヒ ュー マニ ズ ム を説 か れ る方 々の 中には、

あ た か も個 体 の保 存 と種 族 の保 存 とが対 立 して い るかの

如 くお考 えの 方 も あ ります が 、 これ らは決 して対 、r.した

もの で な く、私 達 の もつ 遺 伝 子(DNA)の レベ ルで完

全 に1つ の もの と して統 合 され た もので あ ります か ら、

健 全 なDNAを あ くまで も維 持 して い くとい うこ と こそ

が 、医 は仁 術 の基 盤 とな る もので は な いで しょ うか。 大

学 人 で あ りなが ら、一 向 に研究 に御理 解 をお示 しに な ら

な い方 々 もい らっ しゃ い ます し、 また現 に教 育 と研 究 と

が分 業 された よ うな大学 さ えも がで きっ ・あ ります が、

真 の ヒユー マ ニ ズム は 、極度 にili.r門化 され た研 究 か ら こ

そ生 まれ る もので は な いで しょ うか。 私達 人 類は 今後生

き続 け る限 り、個体 と して も種 族 と して も限 界状 況 を生
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きて い くこと を余儀 な く され るで あ り ま しよ う。 この よ

うな時 にお涙 頂 戴的 な浅 薄 な ヒユー マ ニ ズ ムや 、他 の も

のへ の逃避 は許 され ないで あ りま し よう。 私 は教 育 者 と

い う言 葉は欺 隔 だ と思 って い る人 間 で は あ り ます が、真

面 目で謙虚 な一一学 徒 と して 限 界状 況 か ら眼 をそ らさず に、

個体としても人類としても生きていきたいと考え、また

その考えを次代の人達に話していきたいと思っています。

何故ならそうすることが現在私達が直面しかかっている

限界状況の中で、種族の保存をはかる道であるような気

がしているからです。(生 化学講座教授)

°°gc°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°8°°g°°g°°g°°g°°g°°8°°8°°g°°8°°g°°g°°8°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g°°g

(

暫定施 設の ことども

鮫 島 夏 樹

暫定施設について何か書くようにとのことであるが、

私自身比較的最近までここに通 うのは月に数えるくらい

の回数であったから、とりたてて書くべき印象など持っ

ていない。 しかし昨年の秋頃から、ここに落着く日々が

多くなって来ると、暫定施設も次第になじみ深いものと

なって来たようである。医大が完成するまでの過渡的な

状態として暫定施設の様子を記録 しておくのが、あるい

ば編集者のねらいかもしれない。

昭和48年9月 、旭川医科大学が開設 され、一般教育

課程の先生がたは仮校舎である北門町の旧付属小学校に

教官室をもうけ、われわれiti門講座 の教官達は関連教育

病院である旭川市立病院内の暫定施設に移り、ここで基

礎臨床研究棟が出来 ヒるまでの約2年 間を過すこととな

った。われわれが実際にここに入れるようになったのは

48年11月 頃と記憶 している。・

暫定施設には市立病院の建物の うち、一番奥に建てら

れた3階 建の旧結核病棟があてられた。病院本館と精神

神経科病棟、隔離伝染病棟などに囲まれた中庭に入口が

あり暫定施設の看板が掲げられたが・近 くに病院の剖検

室や霊安室などもあつたから、ここを通る時 しばしば線

香の匂をかいだ。建物の裏は提防になっていて、石狩川

の清流が見えるひろびうとした眺めであった。われわれ

の研究室にあてられた病室の壁は新たにペンキで塗りか

えられていたが、所々落菩きがすけて見え、当初は病室

特有の匂がするようであった。

その名の通り基礎臨床研究棟が完成するまでの暫定施

設であるから、到底満足な実験など出来る設備はなく、

基礎講座の先生がたもせいぜい実験器具の整備をするく

らいが精一杯であったであろう。それでも解剖の先生な

どは不時の献体の処理に備えて泊りこんでおられた。

私が前任他、北大の研究室からとりあえず荷物をまと

めて暫定施設に運 んだのは48年11月 中旬頃であった

ろうか。しかし臨床の教育がはじまるのはまだまだ遠い

先のことであるし、医大での会議以外に特別な仕事がな

く、また関連教育病院である市立病院とも個人的に時々

診療.上のつながりがある程度であったから、今までの仕

事の都合上、もとの北大の研究室に通 う日々が多かった。

そんなわけで会議の日だけ旭川に来て日帰 りで札幌に帰

るという生活で、暫定施設に腰をおちつけるという日は

比較的稀であった。ほかの先生がたも当時神楽岡の医大

宿舎が出来たばかりで家族を連れてこられない方も多く、

大なり小なり私と同様な生活であったと思う。

臨床の教官にとって一時的にもせよ1年 ～2年 という

期間、臨床から離れることが苦痛であるのは否定出来な

い。関連教育病院である市立病院において、何らかの形

で診療にタッチ出来ないかという点に関しては、2、3

の希望はあっても実施面に多くの困難性があるようで、

関連教育病院との話し合いはまだ軌道に乗っていない。

こうした問題も医大創成期のもろもろの苦 しみの中の一

つであろう。

昭和49年5月 、神楽岡に待望の一般教育課程の校

舎、中央研究棟などが完成し医大は北門町の仮校舎から新

校舎に移った。暫定施設で不便をかこった基礎講座 の先

生方もそちらに移転 したため、暫定施設には以前からの

臨床3講 座(第 一内科、第一外科、秘尿器科)に加えて新た

に入ることになった49年 度発令の臨床3講 座(第 二内

科、小児科、産婦人科)お よび基礎の第2病 理が残 り、ま

た2階 の事務室に事務員2名 が常在するようになった。

しかし臨床の大部分の教官は依然としてそれぞれ前任地

で仕事を続けているのが実状で、暫定施設は空部屋が多

く閑散としていることに変りはなかった。

やっと昨年11月 になって附属 病院準備室がこちらの

事務室に居を移してから、暫定施設も漸 く活気が出て来
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たようである。私も会議のたびに札幌から通うというこ

とも次第に出来なくなり、神楽岡の医大宿舎から約6キ

ロほどの道程をバスを乗り継いで暫定施設に通う日が多

くなった。そして会議がある時ここから神楽岡の医大に

出かける今日この頃である。

あわただしく過ぎた2年 間をふりかえると感慨深いも

のがある。つい2年 程前まで、わずかに雑草の生い茂っ

た神楽岡の噴野に、一一般教育課程の校舎や体育館、中

央研究棟が建ち、道路が整備 され、いつの間にか新らし

い町が出来た。基礎臨床の研究棟の外郭もなり、附属病

院の大きな鉄骨が雪原に立っているのが遠くからも見え

る。こうして索漠とした野原に着実に学園が築かれて行

く現実はたしかに目をみはるものがあり、医大関係者に

とって幾多創成期の1ξ労があるだけに、また一層建設の

喜びと春遠からずの感を深 くするものである。

私達も今年の夏頃には、新築の研究棟に移転出来る見

込みがっき、暫定施設での生活もあと数ケ月となった。

初年度変則的な入学で苦労をなめた学生諸君はこの4月

で早や3学 年目に進ひことになる。私が臨床の教育で学

生に接するまでまだ1年 有余の期間があるが、グループ

担任をおおせつかったおかげで、年に1～2度 はグルー

プの学生諸君と膝をまじえて話し合う機会をもって来た。

そのたびに自分も若かりし学生時代にもどった様な気持

になる。若々しい医学を志向する精神が伸び伸び育って

行くことを祈念する。やがて臨床の教育がはじまると、

暫定施設であった市立病院は関連教育病院として臨床教

育の一翼をになうことになる。これらの臨床実習を通じ

て学生諸君が将来良き医師、良き医学研究者となるため

に、医学を観念的にでなく自分の肌で感じ学びとってほ

しいと思 うのである。新らしい医学教育としての関連教

育病院方式は、少くともその理念において従来の医学教

育の欠点を補 う積極的な意味がある筈である。私達教官

としても関連教育病院側の理解と協力のrに 、新らしい

医学教育を育てて行く努力をしなければならない。やが

て去 る暫定施設の窓から、そんなことをとりとめなく考

えるのである。

(外科学第 講 座教授)

轟(&(&(&〈.............〈..〈&〈&麟6脇(&(&〈)..........(&(&(鰯 く..........〈&(&〈&〈............・..............〈&麟(&・(&(......(&〈&(..

旭川医科大学談話会 規程等の改正とその解説

第9回 ～11回 の談 話 会が 下記 の とお り開催 されま した。

(世 話 人)

第9回 、1月21日 司会 松 嶋 少 二(解 剖 学 第二 講座)

演 題 及 び演 者

(1)「 狭 心症 治 療 薬 の作 用 機序 」 安孫 子 保

(薬理 学 講座)

〔2)「 記 号 現 象 と間 主体 的 認 識」 岡 田稚 勝(哲 学)

第10回 、2月4日 司 会 安孫 子 保(薬 理 学講座)

(1)「 催 奇 性 の検 定 にっ い て」 清 水哲 也

(産 婦 人科 学 講座)

(2)「Randersspaceに つ いて 」 安 田 博(数 学)

第11回 、3月4日 司 会 清水 哲 也(産 婦 人科 学 講座)

Il)「 膵臓 の病 気 につ いて 」石#1=兼央(内 科 学 第二 講座)

(2)「 い わゆ る開 拓使10年 計画 につ い て」 原 田 一典

(歴 史)

国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令(昭 和

49年文部省令第21号)の 施行により、本学の事務組織が

改組され学生部が廃ILさ れたこと、及び参与が設置され

ることになったこと等に伴い、学内諸規程を次のとおり

改正しました。

(庶 務 課)

1.学 生 準 則 の 一 部

学生 部 長職 の廃[Lに 伴 い 、準 則 第21条 の掲 示の届

出及 び同 第22条 の 印刷 物配 布の 届 出 を、「学生 部長 」

か ら 「学 長 」 に改 め ま した 。

(昭 和49年11月27Hか ら施 行 、昭 和49年6月7日 か

ら適 用)

2.授 業 料 の免 除 及 び徴 収 の猶 予に関 す る規

程 の一 部 改 正

学生部委員会の改組に伴い、規程第5条 の授業料

の免除及び徴収の猶予を審査する委員会を、 「学生

部委員会」から 「厚生補導委貝会」に改めました。

(昭和49年11月27目 から施行、昭和49年10月25「1か

ら適用)
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3.学 則の一部改正

本 学 に参 与 が置 か れることと な った こ と に伴 い、

学則 の 第16章 を第17章 と し、第47条 を第48条 と し、

第15章 の次 に次 の 一章 を加 えま した 。

(16章 参 与)

(参 与)

第47条 本 学 に参 与 を置 く。

2参 与 に関 し必 要 な事 項 は 、別 に定 め る。

(昭 和49年12月11日 か ら施 行)

5掲 示期間は原則として7日 以内とする。

6掲 示場所の使用手続は次のとおりとする。

(1)掲 示物及びその写 しを学長に届出て、検印及び

掲示期間の指定を受けなければならない。

(2)掲 示物には責任者名を記載しなければならない。

7掲 示等の届出の受付は、学生に係る掲示について

は学生課学生係、その他の掲示については庶務課文

書係において行 う。

8こ の要項に定める事項に違反した掲示物は撤去す

る。

4.掲 示 等 の取 扱 いに つ い て

学生準則の一部改正により、掲示物の届出及び立

看板の掲示場所の指定者を、 「学生部長」から 「学

長」に改めました。

また、規則の整備 を併せて行い、掲示物の大きさ

は 「原則として新聞紙1頁 程度」を 「原則として新

聞紙1頁 以内」に、掲示期間は 「原則として5日 以

内」を 「原則として7日 以内」にそれぞれ改めたほ

か、掲示等の届出の受付を、学生の場合は、学生課

学生係と明記しました。

なお、改正後の規則の全文は次のとおりです。

掲 示等 の 取 扱 い につ い て

(昭和49年11月27日 一部改正)

学内における掲示等の取扱いは、次の要項による

ものとする。

要 項

1掲 示の場所 ・使用種別等は次のとおりとする。

2掲 示物はその使用目的に応じ、所定の場所に限り

掲示すること。

3掲 示物の大きさは、原則として新聞紙1頁 以内と

する。

4掲 示の内容が特定の政治目的をもっもの、虚偽の

記述もしくは名誉殿損にわたるものであってはなら

ない。

スキー授業実施される

今年度も昨年度と同様に保健体育科目としてスキー授

業を市内富沢にある伊 ノ沢スキー場で実施 しました。

第1学 年の学生諸君の中には、初めてスキーに乗る者

もおり怪我等の事故が心配 されましたが、市内の大学、

高専等からスキー指導員の先生方6名 に担当をお願いし、

事故もなく無事終了しました。

スキー授業 日程

第1学 年1月18日(土)、25日(土)、2月1日(土)、

8日(土)、15日(土)5回 各4時 間 つ つ

計20時 間

第2学 年2月22日(土)、3月1日(土)、2回 各6時

間 つつ 計12時 間
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十勝岳山麓ですべる

姦
冨

去 る3月6日(木)、 初めての課外教育としてスキー

を実施 しました。これには学長はじめ医療担当副学長、

グループ担任教官およびスキー指導の体育教官(非 常勤)

ならびに学生多数が参加 して行なわれました。

旭川を午前8時30分 に出発 し、十勝岳望岳台には午

前10時 に致着、ゲ レンデで体育教官からスキーについ

ての諸注意や大雪連峰の紹介などがあった後、参加者は

スキーを楽 しんでいました。

当日は絶好の晴天に恵まれ噴煙を上げる十勝岳や美瑛

富士などを背に白銀の世界で思う存分スキーを堪能 して

いました。午後2時30分 に望岳台に集合し、スキー技

術別に班別 し、班ごとに林間コースを滑降、白金温泉を

午後3時 に出発 し帰旭しました。

(学 生 課)

響讐警 罫響警響 響響 欝 卸聖轡

1篤腔 罷謁
一'鱒

、 著 鷲 … 羅

藤 疑饗鷲難i灘鑑 .
議翻 、鱗.騒 馨 鍵

螺1羅馨難鱗欝

醗難 纒…i蕪譲難.

全学スポーツ大会開催さる!

学生 、 教職 員 有志 の 発 案 に よ る全学 スポ ー ツ大 会 が2

月10(月)か ら3月15日(土)ま で の 間 、 昼 休 み 時

間 を利 用 して、本 学 体 育 館 で 開 催 され ま した。,競技 種

目は 、卓球 、バ ス ケ ッ トボ ー ル、 バ ドミン トン、バ レー

ボ ー ルの4種 目で 、試 合方 法 は各 種 目 とも、3チ ー ムで

の リー グ戦 を行 っ て1、2位 を決 め、 引続 き トー ナ メ ン

ト方 式 で 、優 勝 チー ムを決定 しま した。参加 チ ー ムは 、1

年A組 、B組 、2年A組 、B組 、教 官 チー ム 、事務 職 員

チ ー ムの6チ ー ムで 、 背 に同僚 の声援 を受 け なが ら、 な

ご や かな内 に も白熱 した好 試 合 が展 開 され 、ど の チ ーム

が どの種 目 に優 勝 し総 合優勝 を勝 ち得 るか 、 この間 学 内

の話 題 は この ス ポ ー ツ大 会 に集 中 して い ました。

(学 生 課)

難 欝 難響
惣嚢1鷲議 醗

義鼻
・蓼 曳

ダ ギ;'・ドサ ご ゆ
　 ツ

'

,彩 ・零'・,翻 き 、,fと ド'r

ロ ド ぞ ど

㌣'、 戸.

。 麺 ギ、

自r.

v
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サークル紹介

ラ グ ビー部

旭 川 医科 大学 ラ グ ビー部 は開 学 と同 時 に打 倒 早稲 田 、

リコー 、 ブ リテ ッ シュ ラ イオ ンズ の三 目標 を掲 げ 、有 志

X名 、義 理 人情冷 や か し半 分の(14-X)名 で結 成 され

た伝 統 あ る クラ ブです 。 今 年度 も着実 に3名 加 入 に よ り

堂 々17名 の部 員 を擁 し来 シー ズ ンに備 え る医 大 中屈 指 の

スポ ー ツ ク ラブ に成長 して お ります。 今 年度 の 活動 の 主

な もの を挙 げ る と6月 の 対道 教 育 大旭 川 分校 戦 、 この 試

合 は我 が ラグ ビー 部の デ ビュー 戦 で した が 、 シー ズ ン始

め の練 習不 足 と、 試 合経験 者 不足 の ため惜 敗 して しま い

ま した 。8月 に は 夏季 合 宿 を 行 な い 体 力 と技 術 の養 成

に努め 、10月 には 、旭 教 大 と雪 辱 戦 を 行 な う予定 で した

が、対旭 川 ラガー 戦 と な り吹 雪 の なかで 奮闘 しま した が

力及 ばず{}7杯 を嘗 め ま した 。以 上 の 如 く遠 大 な 目標 に向

かい着実 に進 み ゆ く クラ ブで す 。 ラグ ビー とい うとた い

へ ん危 険 な スポー ツの よ うに思 われ て い ます が決 して そ

の よ うなこ とは あ り ませ ん 。 部設 立以 来 、 一 名の 負傷 者

もな く、引退 した一 名 を除 き、脱 落 者 も な く和 気藷 々 に

や って きて い ます 。 本学 の み な さん の あた た か い声援 を

うけ 、す ば ら しい ク ラブ に なろ うと してい ます 。旭 川 の

大学 中 、第2位 の 我 が クラブ 員一 同 の願 いは 「勝 ちた い

なあ」 の一 言 に尽 き ます 。 なお、女 子 マ ネ ー ジャ ー と男

子部 員 をr集 して お り ます 。(逆 も可?)

(責 任 者 磯 辺雄 二)

バ レ ー ボ ール 部

旭 川医 大 バ レーボ ー ル部 。 部 員7名 。 バ レー ボー ル は

6人 で試 合 をす る事 を考 え れば 、 い かに も小 世帯 で す 。

こ こで ク ラブ活 動 の一 つ の 目的 、 また結 果 で あ る部 員

間の親 睦 とい うこ と を考 えれ ば 、 い ま まで バ レーボ ー ル

な ど全 くとい っ て よい程 や った こ との ない人 にも、経 験

者 が手取 り足取 り教 えな が ら共 に汗 を流 す の も クラ ブの

一 つ の在 り方で あ り、私 自身 そ うい った ム ー ドは大 好 き

です 。

しか し、 そ れ こ そ 目標 を世 界 に置 き、 日 々 に切瑳 琢 麿

し、 ハ イ レベ ルで の技 術 向 上 を目指 す チ ー ム もあります。

そ こに は技 術 の伴 わな いチ ー ム ワー クな ど存 在 すべ くも

あ り ませ ん 。「な れあ い のチ ー ム ワー クな ど勝つ 為 に何 の

た しに も成 らな い」と彼 等 は言 うので す 。

そ れ程 で な くと も大学 の運 動 部 と して、 他校 との親 睦

試 合 を行 ない 、 また 公式 戦 に出場 と なる と、 あ る程度 の

技 術 が ない と選 手 と して出場 で きませ ん。 バ レーボ ー ル

とい うの は一 瞬 しか ボ ー ル に さわ って お れず 、ボ ー ル は

常時 空 中 に漂 って い ます 。 昼休 み に円 くなっ て みん なで

パ ス な ど を して い る分 には 良 いの で す が、 い ざ試 合 とな

る と技 術 の未 熟 な人 が一 人 で も い る と、 その 人の 所ヘ ボ

ー ル が行 く度 に"ピ ピー"ホ ール デ ィン グ、"ビ ビー"ド リ

ブル。 幸 い に反 則 を取 られ な くて もボ ー ルは無情 に も あ

らぬ方 向へ 。 その 度 にサ ー ブチ ェ ン ジか相 手の 得 点。 バ

レーボ ー ル は一 人一 人の 責任 が重 く、 また ミスの は っ き

りわ か るゲ ーム なので す 。 ま た大学 ・一 般 の2m43の

高 い ネ ッ トで ブ ロ ック、 ア タ ック を一 人 前 に や ろ うとす

れ ば、 それ相 応 の身 長 、 ジャ ン プカ が必 要 です 。そ して

辛 いの は現 在 の 我 が大学 の学 生 数 が200人 足 らず で 、,医

学部 だ けの単 科 大学 で あ る こ と などの 事情 で、 なか な か

部 員の数 はふ えそ うにあ りませ ん 。人 数 が 少 ない と球 拾

い に困 り、実 戦 的練 習 に困 ります 。

しか し小世 帯 には小 世 帯 な りの 長所 も あ ります 。 そ れ

は容 易 に想像 がつ くこ とで す が、 部 員間 の結 び付 きの 強

さで す。 各 人の 性格 も プ ラス に作 用 して かバ レー ボ ー ル

部は特 別 にみ ん なf中が良 い よ うで す。 で もこの こ とは団

体 競技 全体 に 共通 す る こ とで す が、 出 る試 合出 る試 合 い
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っ も負 け て ばか りい たので は、 チ ー ム ワー クは生 まれ て

きませ ん。 目標 に向 って 全員 が努 力 し、 その 努 力 が報 わ

れ た時 、同 じ喜 び を皆 が(た と えその 時 ベ ンチ に座 って

い て も)共 有 す る。 こ う して 目 に見 え ない連 帯感 が芽 生

えるの で す。 試 合 に勝 っ 為 の全 て の要 素 の集 約 は それ 故

に意 味 が あ るので す 。

と ころで 大 学 の ク ラブ とい うの は なか な か大 変 な もの

で 、高 校で 後 輩 を絞 り に行 く時 の気 楽 なの とは 随分 違 い

ます 。 大学 生 と もな る と自意 識 が強 いの は当 然 です 。 伝

統 が な く、 指 導 して くれ る先 生 も先 輩 も居 ない ので す か

ら、一 人 が ア タソ ク練 習 を しよ うと言 えば 、他 の一 人 は

レシー ブ練 習 を、 と いっ た具 合 。 フ ォー メ ー シ ョ ンや 技

術 的 な考 え方 の違 い と も なる と容 易 に収 ま りませ ん。 ま

たい ま迄 バ レー をや った ことの ない者 が2人 お り、 全体

的 に見 て個 々の 技術 が未 熟 で あ り、 かつ チ ー ム と して も

若 い ので プ レー に ミス が 目立 ち罵 声 さえ も飛 び交 い勝 で

す。技 術 の伴 わ ない信 頼 感 な ど あ り得 ませ ん か ら、 当分

今 の辛 い状態 が続 きそ うで す。

チ ー ムの 目標 は、来 年 の 東医 体優 勝 で す が、 まあ無 難

で しよ う。 で きれば 毎年優 勝 を狙 う伝 統 あ る クラブ に し

て行 きた い と思 い ます。 ク ラブ と しての 目標 にOB、 現

役 が一 丸 と なって 頑張 るの は 良 い もので す か ら。

(責 任 者 浜 崎 卓)

バ ドミン トン部

我 々バ ド ミン トン部 は 総 勢15名 か ら成 る大 部 隊 で あ

る。 うち女子 が2名 しかい な い事 は甚 だ遺 憾 では あるが、

本 学 の男 女 の割 合 か らお して致 し方 な い よ うに も思 える。

ど うか全学 の 女性 諸 姉 、 この紹 介 文 を読 ん で 「私 もや り

たい ワ」 と ち ょつ とで も思 わ れ た方 は是 非 入部 して い た

だ きた い。 女性 に限 り部 費 は2割 引 に します(こ の一 文

冗 談)。 と ころで巷 で はバ トミン トンな ど、 誰 にで も簡

単 にで きるハ ゴ板 モ ドキの お遊 び とお思 いの 方 も お られ

る と思 う が、アマ イア マ イ、 バ トミン トンは強 靭 な る脚

力 ・内臓 、長距 離 ラ ンナ ー に も匹 敵 す る持 久 力、 そ して

次 の 敵 の動 き を予 測 す る鋭 い読 み、 的確 な判 断 力 、強 い

精神 力 を必 要 とす るス ポ ー ッ なので あ る。 そ して 、 これ

らの 目標 に向 かい 全部 員 は毎 日、で は な か った週2回 で

はあ る が、汗 まみ れ血 まみ れ(?)に なって特 訓 に励 ん で

い るので あ る。部 員 の 多 くは高校 時 代 にバ ドミン トンを

した こ とが な く、 この4月 には 目 も当 て られ ぬ状能 で あ

った が、 今 で は練 習の 成果 が徐 々 に現 われ 、 どの部 員 の

ラケ ソ トか らも鋭 いス マ ノシュ音 が生 まれ て い るので あ

る。 そ して 、 こ こにつ い に、練 習 の 成 果 を世 に問 うべ く

去 る11月23・24日 の 両 日 、 旭 実 高 で 開 か れ た 全 道 バ

ドミ ン トン新 人 戦 に 初 出 場 した。 その成 果 は それ程 か

んば し くなか ったの で 、敢 えて こ こ には書 か ない が、 参

加 した部員 一 同 、 カー杯 戦 って くれ 、 これ らの 部 員 がみ

な去 年 の4月 には ズ ブの素 人 で あ った とは思 え ない程 上

達 した こ とは、部 長 と して も うれ しい限 りで あっ た。 と

にか く全道 の レベ ル を知 った だ けで も勉 強 に な った と思

う。 また 、一 度対 外 試 合 を経 験 す れ ば 自信 もつ く と思 う

ので 、 今年 は是非 と も新 入部 員 も大 い に入 れ 、昨 年以 上

の戦 績 を上 げた く思 う。 なお 、入 部 希望 者 は1-Bの 楠

まで 、 部費 は月 わず か200円 と格 安 で あ ります。

(責 任 者 楠 祐 一)

柔 道 部
「柔道部のごくささやかな自己紹介」

"精力善用自他共栄
"こ そは講道館柔道の創設者であ

る加納治五郎先生の言葉であるが、同時に我が旭医大柔道

部の座右銘である。

柔道部は一年生の柔道熱貴好家 を中心 にして、49年

の春、周囲から一身に期待を集めて結成された。以来他

のクラブを圧倒 し、めざましい活躍をしている…と書き

たいところだが、対外試合を経験したことがないので(実

力は十分にあるのだが)残 念ながらあまり大きなことは

いえない。我が大学には不幸にもまだ道場がないので(近

い将来必ず建設されると確信しているが)水 ・土曜を中

心に旭教大の道場に遠征し、教育大柔道部を圧倒して激

しい練習を重ねている。ことに石川主将は、まさに柔道

が服を着て歩いているという形容がぴったりする柔道の

鬼で、柔道に生命をかけているといっても過言ではない。

足かけ40年 やっているといううわさだ。従ってその指

導は厳格である。しかし一旦厳しい練習が終ると、彼は
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柔和な好r》年となり、我々部員一同は有段無段の別なく

石川k将 を心からしたい、一致団結を堅持 している。

医大柔道部は時おり教育大柔道部と合同コンパをもっ

が、ここにおいても医大は教育大を圧倒 したもて方を示

す。ハンサム、美男子、好青年ぞろいの医大柔道部とし

てはごく当然自明のことと自他共に認めるところだ。

さて、我が柔道部はまず北海道制覇をめざす。これは明

日への排戦の初歩的段階であり、次に日本を制覇 し、最

終的には世界の柔道を背負 うことが決定 している。この

ような輝かしい未来がすでに約束された我が医大柔道部は

未来永劫恐るべき発展をとげるであろう。

(責任者 石川裕司)

剣 道 部

我 が 剣 道 部 は 、 「礼 に始 ま り礼 に終 わる」 とい う銘 の

ドに、 日夜練 磨 せ ん と願 うに もか か わ らず 、部 員 の士 気

未 だLが らず 、今 尚混 迷状 態 を脱 し得 ず 、活 気 あ る部 活

動 を求 めて 、虚 しい 精進 を繰 り返 す ば か りで あ る・

唯 新 入部 員 の発 奮 が 、せめ て もの 慰 めで あ る。

微弱 な活 動 な が らも 、我 が剣 道 部の 信 条 は 、剣 の道 を通

じて 、心 身 共 に鍛 練 し、実 り多い学 生 生活 を送 る事 にあ

る。 そ れが 、我 々 の さ さや か な祈 りで もあ る。

剣道 部 の紹 介 に際 し、剣 道 の 変遷 を述 べ る事 が 、最 も

適 切 で あろ う。 そ も そ も剣 道 の起 源 は、剣 術 に由来 す 。

剣 術 とは、戦場 に於 け る技 術 で あ る。 生 き抜 く為 には 、

殺 人 を も辞 さない。 これ が 、戦場 の 掟 で あ る。 この掟 の

中で 創造 された もの が、剣 術 と言 って も過 言 で は ない 。

従 って剣術 には 、組 み打 ち、 当 て身 等 が 含 まれ る事 は 当

然 で あ る。 戦 国時 代 の 争乱 の 中 で、剣 術 は、 単 に、 殺 人

の道 具 と して使 用 され た。 剣 術ンの 支柱 は 、生 き抜 く為 の

闘 争 で あっ た。 争 乱期 を経過 し、生 き抜 く為 の闘 争 が 、

時 代錯 誤的 な過 去 の遺 物 と化 した時 、剣 術 界 に生 きた武

人 は 、当惑 し、仕 官 の夢 を断 た れ た事 を知 った。

官 本武 蔵 も、 そ の一 人 で あ った。

仕官 の夢 に、 青春 の情 熱 を賭 け た武蔵 に と って 、戦 争 は

己れの 生 きる証 で あっ た。野 獣 剣 、 外道 剣 を駆 使 し、決

闘 に臨 ん だ武蔵 に とっ て、剣 は 己れ 自 身で あ っ た。

独創 的 な二 天一 流 を模 索 し、 名 を 棄て実 に生 きた武 蔵

なれ ば こそ、活 人剣 を厭 い、殺 人剣 に全 て を託 した。

肥 後 のi;一田 舎 に隠 遁 し、異 端 者 と して淋 しい人 生 を歩 み

な が らも、 筋 を 貫 き通 した拭 蔵 な れ ば こ そ 、「道」 を悟

り得 ん と努 め た。 その武 蔵 が、… … … あれ程 剣 に激 烈 な

執 着 を示 した漢 が、剣 を捨 て た時 、 剣 豪 か ら剣 聖 と して

の道 が 始 まっ た。「道 」 は 、人 間 の 思 考 故 の性 と 、人 間

とい う動 物 故 の性 の極 限 に あ る。 生 き抜 く為 の闘 争 に徹

した武 蔵 なれ ば こ そ、「道 」 を知 り、「礼」 を認 め得 ん と努

めた 。「礼」 とは 、俗 世 間 的 な 、安 価 な礼儀 作 法 の事 で

は ない。 「礼」 とは 、決 闘 直 前 の 厳 粛 に して 至純 な一 瞬

で あ る。 「礼 」 とは 、二 者 択 一 の 機 土 を去 り逝 く命へ の、

せめ て もの 誠 で あ る。武 蔵 以 後 、 多数 の剣 豪 が 、様 々 な

流 派 を作 り、剣 術 か ら武 道 剣道 へ と移 行 し、 そ の武道 剣

道 は、終 戦 後 ス ポー ツ剣 道 と して生 まれ 変 わっ た。 幸 か

昭 和 元禄 花 吹雪 の 中 で 、我 々は 、竹 刀 を振 って い る。

(板 野 哲 明)

空 手 部

我 が 空 手 部 は49年 春 結 成 され た二 期 生 だ けの クラ ブ

です 。現 在 部 員 は6名 で ほ とん ど経 験 者 が い ない ので 、

本 格 的 な指 導 を仰 ぐた め 、月 ・金 の週2回 全空連 の道場

へ 通 っ て い ます が、 部員 の 中 には家 庭教 師や 他 の クラ ブ

をや っ て い る人 が 多いの で 、 午後6時 一二9時 の練 習 は 少

し時 間的 に負担 に な るの で は ない か と思 い ます 。 その点

伝 統 もあ り、有 段 者 も豊 富 で 、学 校 で練 習 がみ っ ち りで

きる他 大 学 の空 手 部 を うらや ま し く思 い ます 。

こ うい う状 態 なの で、 学 校で の 練 習 は しば しば随 意的

に な ります が、 それ で も我 校 の ク ラブ の中 で は か な り練

習 熱心 な ク ラブだ とは思 い ます 。

前期 は時 間割 の関 係 で 水 ・土 の2日 を学 校 での 練 習 に

あて て い ま したが 、 自由 な空 気 が強 す ぎたよ うで 、 ブ ル

ー ス リー流 の空 手 をや った り、 ヌ ンチ ャ クで遊 ん だ り し

て ど うも練 習 に熱 が入 り に くい よ うで した 。

10月 に初 め て の 昇 級 試験 が あっ て、 この頃 か ら練 習

は毎 日、 内容 も他大 学 に劣 らない程 に な った と 自負 して

い ます が ま た、 よ く練 習 に 出 る人 と出 な い人 と がは っ き

り別 れて きたよ うで す 。 しか し一年生 同志 で は強制 力が

ない か ら仕 方 が な いよ うで す が 、 今後 も部 員 一 同頑 張 っ

て い くつ も りで す。

〉〉



練習は柔軟基礎体力の他、素突き素蹴り(こ れは単調で

すが難しく、初心者には一番苦しい練習です)、 基本、

形、までが前期にやっていたもので、後期からは組手を

加えています。とくに自由組手は空手修業の最終目標で

初心者がやると危険なので普通は緑帯までは許さないの

ですが、今はみんなかなり上達 していて、次の試験には

確実に緑帯はとれそうなので大丈夫と思います。

以上クラブ紹介を書いてみましたが、空手の魅力を十

分表現できたと思いません。腕に自信のある人は一度入

部してみてはどうですか。

(責任者 猪俣光孝)

弓 道 部

校の体育館で行なっています。またよりよい部活動のた

めに、道場設置を学校に要請 しています。弓道は特に基

本体が重要なため、旭川地区連盟会長、中川七段教師を

師範として、萬上六段練士をコーチとして招聰しました。

どうぞ弓道部へ。(責 任者 近藤啓史)

ト■冒■口 報

弓道 、 これほ ど一 般 に認識 されて い な いス ポー ツも な

い ので は な か ろ うか。 その理 由 も種 々 あ る と思 うが 、 そ

の一 つ と して、 完 全 に スポ ー ツ化 した洋 弓 み た い に、手

軽 に行 な えな い事 が あ るの で は ない か。 また スポ ー ツ化

し きれぬ 弓道 の 追 い求 め る理 念 や 、 弓術 法 の最 合理 化 し

た 形態 で あ る礼儀 作 法 を、 戦前 の 体練 科 武道 と して 、実

戦 に直 結 させ る方向 に走 った国 家神 道 的 思想 と して 見て

は い まい か。 しか し弓道 は近 代 科学 の研 究 等 に よ り、新

しい武道 理 念 の も とに、 高校 ・大学 スポ ー ツ、 また社 会

人 ス ポー ツ と して現 在 盛 ん で あ る。北 海道 に おい て 弓道

は 、風雪 の地 に もか か わ らず 、 多数 の優秀 な射 士 を生 み

出 してい る。

よ く弓道 の 面 白 さは何 か と聞 かれ る。 そ の時 は単 純 明

快 に、的 に中 て る面 白 さ を挙 げ る事 に して い る。二 十 八

メー トル の彼 方 か ら、直径 三 十 六 セ ンチ メー トル の的 め

が けて 、一 心 に 自分 と的 との一 体化 を求 めつ つ 、無 心 に

矢 を放 っ。 「ヒュ ー」 と風 を き り矢 は的 に吸 い こま れて

い く。 中 った時 の あの 爽 や か さ、 た だ その快 感 だ け を求

め る。何 も効 用 は求 め ない。 無 価値 の 中の 価値 。 先 人 も

この よ うに弓 を引 いた の か 、己 れ一 人 静寂 の 中 で 、 この

現 代 社 会の 雑 音 を離 れ 、孤 独 を超 越 して黙 々 と弓 を引 く。

そこ には技 術 も、 的 に 当て よ うとす る邪 心 もな い。 体 、

弓、的 が三位 一 体 と な る。

現 在 弓道 部 は旭 川 国鉄 弓道場 を使 用 し、基 礎練 習 は学

本学 第 一期 生2年A組 、 星 敏 弘 君(20才)は 、去

る2月2日 午 前7時53分 に旭 川 市 立 病 院 にお いて激 症

肝 炎 の ため急 逝 され ま した。

星 君 は福 島 県 の 出身 で 希望 に満 ちて勉学 に励 む かた わ

らサ ー クル活 動 に も力 を入 れ る な どバ イ タ リテ ィー に あ

ふ れ た青 年で あ り ま したが 、志 半 ば に して逝 去 された こ

とは誠 に残念 で あ ります 。

ここ に慎 しん で星 君の ご冥福 をお祈 り します。

(学 生 課)

お 知 ら せ

本学の住所が次のとおり変更になりましたのでお知 ら

せします。

(新)旭 川市神楽町神楽岡3fh11

(旧)旭 川市神楽町神楽岡3`fh13

編 集 後 記

陽 ざ しは も う十 分春 を感 じ させ なが らも、 肌 には冷 た

い3月 の 風 を何 にた と えた らよ いの で しょ うか、窓 の 外

には まだ沢 山の 雪 が残 って い る もの の 、 ここ神楽 岡 に も

春 が近 づ い て来 ま した。 長 い間 冬 の 風 に さ ら され て いた

病 院 の鉄 骨 は 、 い まよ うや く明 る さ を取 り戻 した よ うで

す。

仕事 に追 い ま く られ なが ら第3号 をお届 け します。

これ か ら入 試 が始 まろ うと して い ます。3月 とい えば 、

ど この 大学 で も 率業式 が あ り ます が 、 こ こに は まだ あ り

ませ ん。4月 に新 し く100名 の学 生 を迎 え ます。新 しい 大

学 だ け に、 い ろ いろ な問 題 をか か えて お り ます が 、年 毎

に充実 し、 整備 され て ゆ く こと を願 うの は 私だ けで は な

いで しょ う。

忙 しい中 か ら附 属図 菩館 長 と3人 の先 生 方 に執筆 して

いた だ き ま した 。厚 くお 礼 申 し上 げ ます 。(T)
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